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⑱古文書から学ぶ地域の歴史 近世の古文書の世界 月曜 1限 10:30～12:00 

2/6 盗難にあった場合は？ 
大阪府立狭山池博物館 中山潔 

2/27 家出人の場合は？ 
  

㉑お金をめぐる今昔 土曜 2限 13:00～14:30 

2/4 日本経済に公共貨幣は導入可能か？ 阪南大学経済学部 教授 中原隆幸 
   

■ 場 所  羽曳野市立生活文化情報センター(LICはびきの) 

■ 申 込  来館、電話、ＦＡＸ 

■ 申込期間  当該講義日の1週間前から前日まで ※先着順。定員に達し次第、締め切りとなります。 

■ 聴講料  1講義につき800円（当日支払） 
 

 

 

 

受付 9時 00分～17時 30分（2階学習情報室 9時 30分～16時 30分） ※閉室は祝日・振替休日・年末年始 

ご提出いただきました個人情報につきましては、羽曳野市個人情報保護条例(平成12年羽曳野市条例第43号)に基づき適切に管理いたします。 

※障害への配慮が必要な場合は事前にご相談ください。 

※表記されている内容については予告なく変更になる場合がございます。 

 

                 だより

り                                            

鎌倉幕府をつくった源頼朝は河内源氏の直系の子孫にあたる。その本拠地、河内国

石川郡壺井（現在の羽曳野市壺井）には、頼信・頼義・義家（八幡太郎）、三代の墓

がある。 

頼信の父で源氏一門の父祖になる源満仲は摂津国多田（現・兵庫県川西市）に本拠

をかまえた。川西では昭和３９年に源氏の時代行列を始めて名称も「清和源氏まつり」

と正式に定め、単なる阪神都市圏のベッドタウンではないとのＰＲに成功したが、川

西の名より摂津源氏ゆかりの（市立・みつなかホールなど）ネーミングが多くなって

いる。   

  

はびきの市民大学 
〒583-0854 大阪府羽曳野市軽里 1 丁目 1番 1 号（LIC はびきの内） 

【TEL】072-950-5503／【FAX】072-950-5650 

はびきの市民大学 

 

学 長 コ ラ ム 【第 41 回】 

河内厚郎 

(はびきの市民大学学長) 

2月の聴講のご案内 

学びたい講義を一つだけ、1日だけなら参加してみたい。そんなご希望にお応えします。 

お好きな講義（日）を選んで聴講することができます。 

 

はびきの市民大学 公開講座 

将来への資金準備について～教育費・住宅費・老後費～ 

資産形成が巷では話題になっております。一方で興味や関心はあるものの、「よくわからない」「手間がかかる」

「何が合っているのか分からない」などまだスタートできていない方も多いように感じます。改めて資産形成の

準備が重要な理由や具体的な準備方法などをわかりやすくお伝えさせていただきます。特に初心者の方、始めて

いるが何となく実施されている方向けでございます。 

第 1 回 2023 年 2 月 19 日(日) 

13 時 00 分～14 時 30 分 

資産形成の必要性について 

（貯蓄・運用について） 

第 2 回 2023 年 2 月 26 日(日) 

13 時 00 分～14 時 30 分 

上手な資産形成方法について 

（積立 NISA・iDeCo など） 

【講師】ソニー生命保険株式会社  ライフプランナー 石川祐士 

【場所】LICはびきの 3階 視聴覚室   【定員】各 48人  【受講料】各 500円   

【申込期限】各講義日前日まで ※先着順 【申込方法】来館・電話・FAX 【支払方法】来館・銀行振込 

現地講義を開催しました  

単位認定講座 水辺のミューズ 中之島の文化・芸術 「中之島かいわいの名建築を訪ねて」 

 

単位認定講座「水辺のミューズ 中之島の文化・芸術」の第 2 回は現地講義を行いました。

あいにくの雨でしたが、たくさんの受講生が集まり、寒さを吹き飛ばす熱い講義を拝聴しまし

た。 

講師は京都華頂大学現代家政学研究所 教授 川島智生先生です。 

大阪のシンボルとして、大阪城や通天閣とともにイラストなどで紹介される、お馴染みの中

央公会堂と大阪府立中之島図書館を建築の視点から講義していただきました。 

まずは図書館から。図書館の記念室の窓の装飾、ドームの作りなどを解説していただきまし

た。内側からの見学を終えると外からも眺め、美しい木製のドームを堪能しました。細い階段

の昇り降りは大変でしたが、本を読みに行くだけではなく、建築を楽しみに訪れるのもいいか

もしれません。 

 つづいて、中央公会堂です。まず外観の講義があり、内装では高価で珍しい大理石等の説明

を受けました。展示室では、公会堂の弱い地盤を支える杭は、腐食に強い松の木が多数使われ

ていることの説明を受け、阪神淡路大震災を耐え抜いた先人の知恵に感心しきりでした。 

 コロナ禍の人数制限などもあり、2 班に分かれての行動になるところもありましたが、先生

の熱心な講義で、あっという間に時間は過ぎていきました。来年度のはびきの市民大学講座で

も、現地講義を予定しています。乞う、ご期待ください。 

 

 

「羽曳野」という市名は、白鳥に姿を変えたヤマトタケルが、

現在の軽里付近にとどまって、埴生の丘の上を、羽を曳くがごと

く飛び去ったという古雅な伝説に由来する。市章も白鳥の羽を

図案化したもので、「ＬＩＣはびきの」の建物は白鳥が翼を広げ

た形に見えるという。 

市名を「羽曳野」に決めたことは良かったと思う。   


